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２月９日、10日の２日間、町無形文化財に指定されている折茂今熊神楽が折茂地区の家々を回り、
玄関前で勇壮な獅子舞の歯打ちを披露。無病息災・家内安全・豊作祈願のお祓いを執り行いました。
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特集１　表彰式

❖ 文化功労賞　個人の部　１個人

❖ 文化奨励賞　個人の部　6個人

❖ 文化奨励賞　団体の部　2団体

❖ 体育功労賞　個人の部　2個人

❖ スポーツ賞　個人の部　１個人

❖ 優秀選手賞　個人の部　12個人

❖ スポーツ奨励賞　個人の部　７個人

❖ スポーツ奨励賞　団体の部　１団体

平成30年度　六戸町芸術・文化賞、体育・スポーツ賞　受賞者一覧

一戸　栄子（鶴喰鶏舞保存会）

川村　彩花（青森県立三沢商業高等学校）　明戸　香恵菜（青森県立三沢商業高等学校）　出戸　茉弥（青森県立三沢商業高等学校）
織笠　真衣（青森県立三沢商業高等学校）　橋本　珠希（青森県立三沢商業高等学校）　　秋葉　茜里（青森県立三沢商業高等学校）　

青森県立六戸高等学校出版委員会　青森県立六戸高等学校茶華道部華道班

附田　輝雄（六戸町野球協会）　前川原　正顕（六戸町グラウンド・ゴルフ協会）

種市　裕紀（青森県立弘前実業高等学校）

吉田　繁広（青森シニア70）　林崎　七海（青森県立三本木農業高等学校）　成田　円馨（青森県立弘前実業高等学校）
清川　佳凜（千葉学園高等学校）　吉田　朱里（八戸聖ウルスラ学院高等学校）　山本　愛結（八戸聖ウルスラ学院高等学校）
加藤　優弥（青森県立三本木農業高等学校）　金崎　利秋（青森県立三本木農業高等学校）　小嶋クインシー（青森県立三本木農業高等学校）
岸　純白（青森県立六戸高等学校）　田窪　一翔（八戸聖ウルスラ学院高等学校）　白戸　渉（青森県アーチェリー協会）　

橋本　龍（青森県立三本木農業高等学校）　竹内　紗理奈（青森県立三沢高等学校）　小林　萩子（青森県立三沢高等学校）
田中　捺稀（青森県立八戸工業高等学校）　竹下　諒（青森県立十和田工業高等学校）　畠山　千秋（六戸町グラウンド・ゴルフ協会）
佐々木　美桜（青森県立六戸高等学校）

六戸町ソフトボール協会

平
成
30
年
度
　
六
戸
町
芸
術
・
文
化
賞
、体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　
　
　
お
よ
び
教
育
奨
励
賞
合
同
表
彰
式

2月10日
　
平
成
30
年
度
六
戸
町
芸
術
・
文
化
、

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
お
よ
び
教
育
奨

励
賞
合
同
表
彰
式
が
町
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
１
０
３
個

人
・
８
団
体
を
表
彰
し
功
績
を
た
た

え
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
瀧
口
孝
之
教
育
長
が

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
た
後
、「
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ま
の
各
分
野
で
の
ご
活
躍
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
回
の

よ
う
な
、
芸
術
・
文
化
賞
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
お
よ
び
教
育
奨
励
賞
の

合
同
表
彰
式
の
開
催
は
初
の
試
み
で

す
。
こ
れ
は
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

方
と
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
は
、
六
戸
町
民

に
誇
り
と
勇
気
を
を
も
た
ら
し
、
後

に
続
く
人
た
ち
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
今
の
い
き
い
き
と
し

た
表
情
を
み
る
と
、
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
指
導
し
て
く
れ
た
方
、
支
え

て
く
れ
た
ご
家
族
、
応
援
し
て
く
れ

た
全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
心
を
忘

れ
ず
に
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吉
田
豊
町
長
よ
り
「
今
日

の
表
彰
は
、
も
っ
と
広
く
大
き
い
世

界
で
も
力
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
証

し
だ
と
思
い
ま
す
。
目
標
を
定
め
て

歩
む
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
る
こ
と
で
、
す
ば
ら
し
い
人
生
・

将
来
と
な
り
ま
す
よ
う
応
援
し
て
お

り
ま
す
。」
と
祝
辞
、
円
子
德
通
議

長
よ
り
「
感
動
・
感
激
を
忘
れ
ず
、

町
民
の
模
範
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

受
賞
者
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
る
一
戸
栄
子
氏

式
辞
を
述
べ
る
瀧
口
孝
之
教
育
長

各
分
野
の
振
興
で
ご
活
躍
く
だ
さ

い
。」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
受
賞

者
ら
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

祝
辞
を
述
べ
る
吉
田
豊
町
長

剣
道
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
阪
田
蓮
く
ん
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❖ スポーツ活動　団体の部

❖ スポーツ活動　個人の部

六戸ソフトボールクラブスポーツ少年団キティ―ズ（ソフトボール）　六戸ソフトボールクラブスポーツ少年団六戸開知（ソフトボール）
六戸中学校卓球部男子（卓球）　七百中学校男子ソフトテニス部（卓球）

【六戸小】附田　瑞姫（6年、空道）　田中　桃々子（6年、卓球）　久田　虎徹（6年、レスリング）　横手　翔太朗（6年、レスリング）
新山　拓歩（6年、水泳）　鶴ケ崎　桜花（４年、軟式野球）　苫米地　爽空（４年、水泳）
【開知小】成田　和央（6年、陸上、軟式野球、ソフトボール）　小山内　悠（５年、水泳）　戸来　仁響（５年、ラグビーフットボール）
【大曲小】久保　駿太（５年、空手）　漆戸　虹恋	（５年、剣道）　阪田　蓮（４年、剣道）　梅木　孝太朗（４年、剣道）
杉山　嵐士（３年、水泳）　木村　水海（３年、空手）
【六戸中】田中　麻尋（３年、卓球）　鳥越　優翔（３年、陸上）　久田　独歩（３年、レスリング）　小平　乃愛（３年、フットサル）
堤　煌埜（2年、水泳）　久田　鉄心（１年、レスリング）　小平　璃乃（１年、フットサル）　佐藤　青依（１年、水泳）
保土沢　日菜（１年、水泳）
【七百中】高橋　真綾（３年、空道）　二ッ森　さくら（３年、陸上）　山辺　奏太（2年、陸上）　高坂　光希（2年、陸上）
成田　壮良（2年、陸上）　有馬　大和（2年、陸上）　小向　駿佑（2年、ソフトテニス）　早坂　学人（2年、ソフトテニス）
伊藤　遥斗（１年、陸上）　久保　夏芽（１年、空手）　佐々木　希乃香（１年、水泳）　小山内　茜（１年、水泳）

❖ 文化活動　団体の部
七百中学校吹奏楽部（吹奏楽）

教育奨励賞文化活動・スポーツ活動受賞者

芸術・文化賞、体育・スポーツ賞受賞者

❖ 文化活動　個人の部
【六戸小】佐々木	琉晴（6年、ポスター）　成田　聖空（6年、標語）　立花　心結（５年、標語、図画・ポスター、ソフトボール）
吉田　理沙（５年、図画・ポスター）　山内　曽楽（５年、ポスター）　十文字　慧大郎（３年、図画・ポスター）
工藤　礼椰（３年、図画・ポスター）　吉本　実央	（３年、図画・ポスター、空手）　田中　愛真（2年、図画・ポスター）
一戸　志帆子（2年、版画）　種市　将大（2年、版画）　苫米地　輝空（2年、版画）　田中　斗埜（2年、版画）
【開知小】荒関　星多（6年、図画・ポスター）　髙坂　花蓮（6年、図画・ポスター、ソフトボール）　沼田　春花（6年、図画・ポスター）
佐々木　結愛（４年、図画・ポスター）　櫻田　晃崇（４年、図画・ポスター）　伊藤　汰一（３年、図画・ポスター）
金渕　隆太（2年、図画・ポスター）　四木　陽菜詩（2年、図画・ポスター）　木村　敬祐（2年、図画・ポスター）
コロディ	賢仁デイビット（１年、図画・ポスター）　松田　星南（１年、図画・ポスター）
【大曲小】山上　いち花（6年、ポスター）　日澤　美遥（４年、ピアノ）　小山内　りの（４年、ピアノ）　越智　文侍（１年、ポスター）
久保　徹平（１年、図画・ポスター、空手）　佐藤　大賀（１年、書道）
【六戸中】苫米地　亜珠（３年、作文、卓球）　吉田　怜那（2年、標語）
【七百中】長根　優依（３年、弁論）　酒井　すず（３年、絵画、吹奏楽）

平成30年度　六戸町教育奨励賞　受賞者一覧
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特集2　旧渋沢邸

旧渋沢邸
六戸町との歩み

　
２
月
５
日
、
東
京
都
江
東
区
へ
移
築

さ
れ
る
「
旧
渋
沢
邸
」
で
、
解
体
収
去

工
事
の
安
全
祈
願
祭
と
棟
札
納
め
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
六
戸
町
長
、

六
戸
町
教
育
長
、
工
事
関
係
者
等
、
約

30
名
が
出
席
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
旧
渋
沢
邸
は
近
代
実
業
界
創
世
の
立

役
者
で
あ
る
渋
沢
栄
一
氏
が
主
邸
宅
と

し
て
使
用
し
て
い
た
建
築
で
す
。
戦
後

は
国
に
物
納
さ
れ
、
大
蔵
省
の
所
管
と

な
り
三
田
共
用
会
議
所
と
し
て
用
い
ら

れ
ま
し
た
。
元
は
東
京
の
深
川
福
住
町

（
現
江
東
区
）
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
42
年
に
三
田
綱
町
（
現
港

区
）、
平
成
３
年
に
六
戸
町
へ
移
築
さ

れ
ま
し
た
。
幾
度
に
も
お
よ
ぶ
増
改
築

に
は
著
名
な
建
築
家
た
ち
が
多
数
関
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
建
築
的
特
徴
や
細
部

に
用
い
ら
れ
た
工
法
な
ど
が
２
度
の
移

築
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
き

わ
め
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
六

戸
町
は
、
こ
の
歴
史
的
お
よ
び
建
築
的

に
高
い
価
値
を
も
つ
旧
渋
沢
邸
を
保
護

し
、
将
来
に
伝
え
る
た
め
、
平
成
21
年

７
月
24
日
に
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
翌
年
に
開
催

し
た
六
戸
町
指
定
文
化
財
特
別
講
演
会

で
は
、
公
益
財
団
渋
沢
栄
一
記
念
財
団

理
事
長
の
渋
沢
雅
英
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
強
運
の
家
」
と
い
う
演
題
で
特
別
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
代
日
本
と
平
成
の
六
戸
町
を
見
守

っ
て
き
た
旧
渋
沢
邸
の
威
容
と
刻
ん
で

き
た
歴
史
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

平成27年11月1日
戸のサミット

平成27年11月1日
戸のサミット

平成28年7月26日　青森シャモロック	
ザ・プレミアム＃6お披露目会

平成31年2月5日　旧渋沢邸解体収去
工事安全祈願祭・棟札納め式

平成22年11月3日　旧渋沢邸記念講演平成22年11月3日　旧渋沢邸記念講演
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東京都にあったころの写真には、旧渋沢邸と東京タワーが同時に見られる

欄間は堀田瑞松の作品で、細部にいたるまで丁寧に作られている

書斎に置かれた調度品に魅入られる一般公開参加者たち

多くの著名人を迎えた主玄関。ステンドグラスや漆喰仕上げの天井など重厚なつくり主玄関に飾られたステンドグラス

二
代
目
清
水
喜
助
作
の「
黒
柿
の
階
段
」。

手
す
り
は
釘
を
一
本
も
使
っ
て
い
な
い
組
み
立
て
式
の
精
密
な
造
作



	 62019（H31）3月号

かえでのまちのできごと

家族らに囲まれ　長寿を祝う
～百歳祝金授与～

子どもも高齢者も一緒に元気に！
～世代間交流「昔あそび」～

12/16 1/29

1/31

　12月16日に久田キワさん（高見）、１月29日に大坂カノさん（岡
沼）がご自宅で満100歳を迎えました。
　吉田豊町長から顕彰状と祝い金が手渡され、「様々な時代を経
験されてきたと思います。ご家族と一緒に、自分のやりたいこ
とを元気に続けてください。」と祝辞を述べ、家族らと共に長寿
をお祝いしました。大坂さんは「周りの人にめぐまれました。
ありがとうございます。」と笑顔でお礼を述べられました。

　「大曲ふれあいサロン」は大曲小学校（神篤志校長）の１年
生を小松ケ丘交流館に招き、かるた、あやとり、お手玉など
10種類の昔遊びをとおして交流しました。どの昔遊びも子
どもたちには新鮮で難しいようでしたが、60～80代のサロン
参加者が先生役となって、コツを教えると、子どもたちはみ
るみる上達していきました。サロン代表の黒沢喜代さんは、

「子どもたちとの交流で自分たちは元気をもらえる。このよ
うな活動をとおして、地域のつながりを広げていきたい。」と
話しました。

町を見守る郵便局　幅広い協力体制を構築
～包括連携に関する協定調印式～

交通安全への取り組み　青森県警から表彰
～交通死亡事故ゼロ600日達成～

1/30

2/4

　町と六戸郵便局および三沢郵便局は、地域活性化やまちづく
りなどに関する包括的な協定を締結しました。この協定は、平
成10年度に締結した「災害時における六戸郵便局、六戸町間の協
力に関する覚書」と「安心の町づくりに自治体との協力に関す
る覚書」を廃止し、新たに１本の包括的な協定として締結しま
した。内容は、高齢者の見守り活動に関することや、道路の損
傷等の情報提供に関すること、観光・文化、産業振興に関する
ことなど多岐にわたります。

　町内での交通死亡事故ゼロ記録が 600日間（２月２日時点）
を達成し、青森県警（吹越一人交通部長）と青森県交通安全母
の会連合会から、町交通安全対策協議会（会長・吉田豊町長）
に感謝状、町交通安全母の会（杉山美穂子会長）には表彰状が
贈られました。吉田豊町長は「歩行者の反射材の着用や車の性
能向上、シートベルトの着用率向上など道路を利用する人全体
の意識が高まってきているおかげ。今後も死亡事故はゼロのま
ま、交通事故の発生件数も減らしていきたい。」と話しました。

ご
家
族
と
お
祝
い
す
る
大
坂
カ
ノ
さ
ん

表彰された吉田豊町長（左から2人目）と杉山会長（左から３人目）

協定を締結した六戸郵便局長	吉田	承彦	氏（左から１人目）、吉田豊町
長（左から2人目）、青森県東部地区連絡会統括局長	七戸郵便局長	中村	
天	氏（左から３人目）、三沢郵便局長	斎藤	浩樹	氏（１番右）

真剣に遊ぶ子供たち
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自分の暮らしと選挙の関係を学ぶ
～選挙出前講座～

2/13

　六戸町明るい選挙推進協議会（盛田嘉彦会長）と町選挙管理委
員会が六戸高等学校（平川昌史校長）で選挙出前講座を開催しま
した。受講対象は新年度に18歳となり選挙権を得る２年生60
人。選挙制度の歴史や投票率の推移、実際の選挙の流れなどを
学びました。また、SNSを利用した選挙運動の事例紹介をつう
じて、暮らしと政治の密接な関係や投票することの大切さを伝
え、選挙への積極的な参加を促しました。

若手農業者の挑戦　日本最大の消費地で町特産品を販売・PR
～太陽のマルシェ in Tokyo ～

新たな知識　高品質な作物づくりに活用
～冬季営農講座～

2/9 2/10

2/4

　２月９日、10日の２日間、「月島第二児童公園（東京都中央区）」で開催された
「太陽のマルシェ」に町若手農業者が、地域の特産品である「ごぼう」「にんにく」
「ながいも」などの販売・PRをしてきました。
　同イベントは、都市型マルシェとすれば最大級の規模で、当日も全国各地か
ら集まった生産者や加工業者などが軒を連ねました。
　参加した４人の若手農業者は、昨年から町の子ども達に農業の魅力を伝えた
いという想いから始まった「ちびっこベジタランドプロジェクト」の主要メン
バーで、農業生産以外への取り組みにも積極的。マルシェでは店頭に立ち、六
戸産野菜の説明や販売を経験してきました。その一人、清水実さん（ながいも農
家）は、「来場されたお客さんと話して、国産野菜を求める方が多かった。また、
野菜の説明や金額の交渉など対面販売の難しさを感じた。」と話し、市場のニー
ズと販売の課題を見つけてきたようでした。

　冬季営農講座が２月４日から８日までの計５日間、町文化ホ
ール２階視聴覚室で開催され、全13講座に延べ６０６人の農
家・農業関係者が参加しました。
　このうち２月４日の講座では、㈱パセリー菜常務取締役の小
原一夫氏が、ごぼうやかぼちゃ、だいこんなどの近年の売値や
作付動向について説明し、各種栽培事例を基に作付時期・施
肥・管理などのアドバイスをしたほか、新しい品種について情
報提供がありました。

真剣に受講する生徒たち

来場者と話す清水実さん（ながいも農家）

メ
イ
プ
ル
く
ん
の
宣
伝
も
忘
れ
な
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久
田
正
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ト
マ
ト
農
家
）

近年の市場動向を踏まえて説明する小原氏

丁
寧
に
並
べ
ら
れ
た
野
菜
は
来
場
者
の

足
を
と
め
て
い
ま
し
た
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町からのお知らせ

統一地方選挙のお知らせ 問　選挙管理委員会　☎55－4582

青森県議会議員一般選挙 六戸町議会議員一般選挙
投票日時
　平成３１年４月７日㊐　午前７時～午後８時

選挙権のある方
　●年齢要件　平成１３年４月８日以前に生まれた人
　●住所要件

平成３０年１２月２８日以前に六戸町に転入の届け出をし、
引き続き六戸町に住所を有する方
（六戸町の選挙人名簿に登録されている方が、平成３０年
１２月２９日以降に青森県内の他市町村に転出した場合、
「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」を提示す
る、または「引き続き県内に住所を有することの確認」
を受けることにより六戸町で投票できます。）

期日前投票
投票日に投票することができない方は、期日前投票がで
きます。
　●日　　時　３月３０日㊏～４月6日㊏
　　　　　　　午前８時３０分～午後８時
　●投票場所　六戸町役場　別館１階会議室

投票の方法
　候補者の氏名を書く「自書式投票」によって行われます。

開　　　票
　●日　　時　平成３１年４月７日㊐　午後９時～
　●場　　所　六戸町文化ホール　　

投票日時
　平成３１年４月２１日㊐　午前７時～午後８時

選挙権のある方
　●年齢要件　平成１３年４月２２日以前に生まれた人
　●住所要件

平成３１年１月１５日以前に六戸町に転入の届け出をし、
引き続き六戸町に住所を有する方

期日前投票
投票日に投票することができない方は、期日前投票がで
きます。
●日　　時　４月１７日㊌～４月２０日㊏
　　　　　　午前８時３０分～午後８時
●投票場所　六戸町役場　別館１階会議室

投票の方法
	候補者の氏名を書く「自書式投票」によって行われます。
（※町の選挙で実施していた電子投票は現在運用を休止
しています。）

開　　　票
　●日　　時　平成３１年４月２１日㊐　午後９時～
　●場　　所　六戸町文化ホール

◎六戸町議会議員一般選挙の立候補予定者説明会について
　平成３１年４月２１日に執行する六戸町議会議員一般選挙の立候補予定者に対する説明会を開催します。立候補の手続
きや、選挙運動などに関して留意しなければならない事項がありますので、立候補を予定している方（または代理者）
はご出席ください。
■日時　３月１２日㊋　午後2時～
■場所　六戸町役場　2階　大会議室

▼投票所入場券
　有権者に入場券を送付します。自分の氏名が書かれている部分を切り取り、記載されている投票所に持参してくだ
さい。なお、入場券を紛失した場合でも選挙人名簿に登録されている方は投票できます。このような場合は投票所で
本人が係員に申し出てください。

▼不在者投票
●病院・施設などに入院、入所中の方
　県選挙管理委員会が指定する病院や施設などに入院、入所している方は施設の長に申し出ると施設内で不在者投
票ができます。詳しくは施設へお問い合わせください。

●他の市区町村に滞在する方
　旅行や仕事等の都合で、六戸町以外の市区町村に滞在する場合は、滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができ
ます。この場合、あらかじめ不在者投票の請求書を提出する必要がありますが郵送に日数を要するため、早めに手
続きをしてください。

▼郵便等投票
　身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちで、郵便等投票制度で定められた要件に該当する方、介護保険の被保
険者証が「要介護５」の方は、あらかじめ交付を受けた郵便等投票証明書を提出して郵便等による不在者投票ができま
す。新たに郵便等投票証明書が必要な方などは、手続きに日数を要しますので早めに町選挙管理委員会事務局までお
問い合わせください。
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不動産相談会を開催します暮らしの相談会

町民バス時刻改正などのお知らせ

愛車の住所変更も忘れずに

　４月から町民バスの運行時刻が一部改正されます。新しい町民バスの時刻表は町内会を通じて３月中
旬を予定に配布いたします。また、役場総務課・役場ロビー・町立診療所・地域包括支援センター・老人
福祉センターでも、配布いたします。
■実 施 日　平成31年４月運行より
■改正内容　三沢駅乗入線の三沢駅接続に伴う時刻改正
●詳細については町民バス時刻表および各停留所でご確認をお願いいたします。

　毎年の自動車税の納税通知書は、原則としてその年の４月１日現在の車検証に記載されている住所にお送りし
ています。お引越しなどで住所が変わった場合は、運輸支局で「車検証の住所の変更登録」を忘れずに行ってくだ
さい。住民票の移動手続きだけでは車検証の住所は変更されません。やむを得ず、平成30年３月末日までに車検
証の住所の変更登録ができない場合で、平成31年度の自動車税納税通知書の送付先を変更したい場合は、電話又
はＦＡＸにより上北地域県民局県税部までご連絡ください。ＦＡＸにより届出される場合に必要な様式は、青森
県庁ホームページの総務部税務課のページよりダウンロードすることができます。
　また、青森県庁ホームページにある「青森県電子申請・届出システム」内の「自動車税住所変更届」からも新しい
住所の届出が可能です。

■お問い合わせ先
　〇自動車税について　　上北地域県民局県税部　納税管理課　☎0176－22－8111／ＦＡＸ0176－22－8135
　〇自動車の登録手続きについて
　　東北運輸局青森運輸支局　☎050－5540－2008
　　東北運輸局青森運輸支局　八戸自動車検査登録事務所　☎050－5540－2009

明るいセンスと技術

六戸町犬落瀬字明土67－1
TEL. 0176-55-3982
FAX. 0176-55-5358

E-mail rokuchuuou1032@bz01.plala.or.jp

）（ ）（

問　総務課　☎55－4582

■内容　インターネットトラブルや債
務問題、悪質商法被害など、あ
なたのお悩みに弁護士が対応
します。（相談無料・要予約）

■日時　平成31年３月20日㊌
　　　　午後１時30分～
■場所　六戸町就業改善センター　
■予約先　弁護士法人　青空と大地
　　　　　☎0176－21－5162

宅建協会十和田支部主催の不動産相談会を開催します。不動産
に関する相談、苦情などに専門家が対応いたします。是非ご利
用ください。
■内容　不動産の宅地建物取引（売買、賃貸借）などに関する相談、

苦情などについて、専門家が対応いたします。相談は無料
ですが、事前予約が必要です。

■日時　平成31年３月12日㊋　午後１時30分～
■場所　六戸町就業改善センター
■予約　相談は予約制です。予約は、役場産業課で受付します。
　　　　（予約受付：３月７日㊍まで）

■問・ 　産業課　☎55－4495■問　産業課　☎55－4495
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国民年金からのお知らせ

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

平成31年4月から産前産後期間の国民年金保険料が免除になります！
■免除期間　出産予定日または出産日が属する月の前月から4か月間の国民年金保険料が免除されます。なお、

多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の3か月前から6か月間の国民年金保険料が
免除されます。

　　　　　　※出産とは、妊娠85日（4か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）
■産前産後期間の取扱い
　産前産後期間として認められた期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映されます。
■対 象 者　「国民年金第1号被保険者」で出産日が平成31年2月1日以降の方
■届出時期　出産予定日の6か月前から届出可能ですので、速やかに届出ください。
　　　　　　※ただし、届出ができるのは平成31年4月からです。
■届 出 先　六戸町町民課 国民年金係
■施 行 日　平成31年４月１日

【添付書類について】
　・出産前に届出をする場合：母子健康手帳など

・出産後に届出をする場合：出産日は役場で確認できるため原則不要。ただし、被保険者と子が別世帯の場合
は、出生証明書など出産日および親子関係を明らかにする書類

【個人番号（マイナンバー）により届出を行う際の添付書類について】
　届出者本人が窓口で届書を提出する場合は、個人番号カード（マイナンバーカード）を提示してください。

お持ちでない場合は、以下の①および②を提示してください。なお、郵送で届書を提出する場合は、マイナン
バーカードの表裏両面または①および②のコピーを添付してください。

　①個人番号（マイナンバー）が確認できる書類：通知カード、個人番号の表示がある住民票の写し
　②身元確認書類：運転免許証、パスポート、在留カードなど

　詳しくは日本年金機構ホームページをご覧ください。　https://www.nenkin.go.jp/　

　年齢到達などにより、年度途中で後期高齢者医療制度に加入することになった方の保険料は、原則年金から
特別徴収（年金から天引き）されますが、特別徴収されるまで時間がかかる為、しばらくの間納付書で支払って
いただくことになります。
　新たに後期高齢者医療制度に加入する方や、納付方法が変更となる方など、保険料の納め忘れが多くなって
いますので、口座振替による納付をおすすめします。一度申請していただければ継続して口座振替されます。
　なお、後期高齢者医療保険料は納税組合による納付はできませんので、ご注意ください。

２　保険料を納期限内に納めましょう
　保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い保険証（短期被保険者証）が交付されることがあります。
◎災害により住宅などに著しく損害を受けた場合や、特別な事情により世帯主などの収入が著しく減少した場

合は、保険料の減免などが認められることがありますので、申請などについて、六戸町町民課までにお早め
にご相談ください。

◎納付書でお支払いの方は便利で確実な口座振替をご利用ください。口座振替への変更は市町村の担当課また
は金融機関で随時受付しております。詳しくは、六戸町町民課までお問い合わせください。

★平成31年３月分の国民年金保険料の納付期限は31年４月30日です。

届出の際は、以下の書類をご用意ください

国民年金についてのお問い合わせ先　町民課　☎55ー3431／八戸年金事務所　☎0178ー43ー7368

問　町民課　☎55－3431

１　年齢到達などにより後期高齢者医療制度に加入する方へ

■問　町民課　☎55－4612
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集まれ！元気な

60歳
 以上の方

おいらせ広域
  シルバー人材センター 会員募集中！
★入会説明会のご案内
　◎３月２０日　13：30～
　　六戸町就業改善センター

◎３月14・28日　9：30～
　おいらせ広域シルバー人材センター

■問（公社）おいらせ広域シルバー人材センター　☎0178－52－3177 （公社）青森県シルバー人材センター
連合会　☎017－732－5757
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○申請に必要なもの
・支給申請書
・高額介護合算療養費・高額医療合算介護（予防）サービ

ス費の支給申請について（お知らせ）
・個人番号（マイナンバー）がわかるもの
　（通知カードまたは、個人番号カード）
・本人確認書類
　（官公庁発行、発給の顔写真付き身分証明書など）
・印鑑（認印）
・通帳（または通帳のコピー）など口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が
必要です。（事前に提出した場合は不要です）
※被保険者以外の方が申請または受領する場合は委任状が
必要です。
※被保険者以外の方が申請する場合は委任状に加え、被保
険者の個人番号（マイナンバー）がわかるもの（コピー可）、
申請者の本人確認書類などが必要ですので、詳しくは担
当までお問い合わせください。
※重度心身障がい者医療費の助成を受けている場合は、市
町村へ受領を委任する委任状が必要です。
※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険や他
市町村の介護保険に加入歴があり、自己負担額がある場
合は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。
※成年後見人が申請される場合、登記事項証明書（３か月以
内に発行されたもの）をお持ちください。

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方の
　　　　　うち、世帯員全員の各所得金額が
　　　　　０円の方
(注)自己負担額は支払った額から高額療養費や
高額介護（予防）サービス費を除いた額です。

表
所 得 区 分 自己負担限度額
現役並み所得 6７万円
一 般 ５6万円
低 所 得 Ⅱ ３１万円
低 所 得 Ⅰ １９万円

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計

が
、
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額（
表
）

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
超
え
た
額
が
五
百
円
以
下
の
場
合
は

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
支
給
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
下
旬
に
青
森
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
支
給
申
請
の
お

知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た

方
は
町
民
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
象
期
間
の
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
た
方
や
転
入
し
て
き
た
方
な
ど
が

い
る
世
帯
に
は
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
で
も
、

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
町

民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
支
給
対
象
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★
対
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間

★
支
給
額

★
支
給
申
請

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
介
護
合
算
療
養
費 

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

担
当　
町
民
課

☎
55
ー
４
６
１
２
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町からのお知らせ

こころとからだの休養に質の良い睡眠を
「ぐっすりと眠れない」「朝起きても疲れがとれていない」など、
2週間以上続く睡眠障害は、こころの危険信号（うつ病など）の可能性があります。
すこやかな生活を送るためにも、質の良い睡眠をとるように心がけましょう。

問　福祉課　☎55－4597

● 六戸町歩こう会 ●  『おしゃべりウォーキング』参加者募集！

健康の維持増進と仲間づくりを目的に、ウォーキングを計画しています。
六戸町民であれば、誰でも参加できます。
■日　　程　４月～11月の第２・４水曜日（月２回）　８時30分集合
　　　　　　※４月は　２４日のみ（総会、ウォーキング）です。総会は、文化ホール視聴覚室で行います。
　　　　　　※それ以外の日は、就業改善センター前に集合となります。
■持 ち 物　万歩計、歩きやすい服装、タオル、水など
■会　　費　2,500円（傷害保険料含む）
■参加申込　４月12日㊎ ■問　歩こう会　高橋　☎55－4181

福祉課　☎55－4597

質の良い睡眠をとるためのポイント

睡眠時間にこだわりすぎない
　理想の睡眠時間、適正な睡眠時
間には個人差があります。短い
時間でも、熟睡感があり、日中に
眠気に悩まされることがなけれ
ば、それがあなたの適正な睡眠時
間です。

朝は同じ時間に起床する
　心地よく眠りにつくためには、
朝きちんと起きる習慣をつける
ことも大切です。休日もなるべ
く普段と同じ時間に起床するよ
う心がけましょう。そして、起き
たら太陽光を浴び、体内時計をリ
セットさせま
しょう。

就寝前には心身をリラックス
　夕食は就寝の３～４時間前ま
でにすませ、１～２時間前はでき
るだけ心身をリラックスさせる
ようにしましょう。音楽や読書、
ぬるめのお湯での入浴や軽いス
トレッチが効果的です。

　アルコールは、一時的に寝つきがよくなり、睡眠がとりやすくなったように感じる効果
があります。しかし、実はそうした効果は睡眠の前半だけで、後半になると逆に眠りが浅
くなって頻繁に目が覚めるなど、睡眠の質が悪化します。睡眠をとるためにアルコールを
毎日飲んでいると、徐々に体が慣れてしまって効かなくなり、アルコール性不眠の原因に
もなります。不眠が続くようでしたら、医師に相談することをおすすめします。

3月は自殺対策強化月間です

の健康チェックしてみませんか？
URL ⇒ https：//fishbowlindex.jp/rokunohe/
(PC、携帯電話共通)＊六戸町ウェブサイト以外のページに移動します

こ こ ろ
＊バーコード読み取り対応の携帯電話や
　スマートフォンでご利用できます
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児童扶養手当を受給されている皆さまへ 大切なお知らせ

「児童扶養手当」と「公的年金など」の両方を受給する場合は、手続きが必要です！

2019年度成人式『新成人を祝う会』実行委員募集について

町立診療所からのお知らせ

六戸町では、成人式の式典終了後、『新成人を祝う会』を例年開催しております。この『新成人を祝う会』は、
企画運営を新成人による実行委員会へお願いしております。“一生に一度”の記念すべきこの日を自分た
ちの手で思い出深いものにしませんか？お友達を誘って、ぜひ実行委員にご応募ください!!

■応募対象者　平成11年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた方で、以下のいずれかに該当する方。
　　　　　　　①町内に住所を有する者　②転出者のうち町内中学校卒業者
■申込期間　　随時受付します。
■活動内容　　主に平日夕方に開催予定の打合せ会に参加し、新成人を祝う会の内容について企画検討などを
　　　　　　　お願いします。
　　　　　　　○企画例　・ビデオレターの製作（中学校などの恩師や著名人のインタビュー）
　　　　　　　　　　　　・アトラクションの実施　など

平成31年４月２7日㊏から新元号５月6日㊊までの10連休における診察日と休診日について

■診察日　４月30日㊋　午 前 の 部　８時30分～11時30分
　　　　　　　　　　　午 後 の 部　14時～16時
　　　　　　　　　　　夕暮れ診療　17時～18時30分
■休診日　４月27日㊏～29日㊊　　５月１日㊌～６日㊊

問　診療所　☎55－3121

４月

日 月 火 水 木 金 土
21
×

22
○

23
○

24
○

25
○

26
○

27
×

28
×

29
×

30
○

５月

日 月 火 水 木 金 土
1
×

2
×

3
×

4
×

5
×

6
×

7
○

8
○

9
○

10
○

11
×

■問・ 　教育課社会教育係（六戸町文化ホール内）　☎55－5511／ＦＡＸ55－5514
E-mail：shakyo@town.rokunohe.aomori.jp

■問　福祉課　☎55－4493

公的年金などを受給する場合の児童扶養手当について
児童扶養手当は、
公的年金など（＊１）を受けることができるときは、手当額の全部または一部を受給できません（＊２）。
　（＊１）遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など。
　（＊２）公的年金などの額が児童扶養手当額より低い場合は、その差額分を児童扶養手当として支給します。

●公的年金などを新たに受給する場合　→　速やかにお問い合わせください。
　【必要な手続き】　当町の窓口にお越しいただき、下記書類の提出が必要です。
　・公的年金給付等受給状況届　　・公的年金給付等受給証明書（年金証書、年金決定通知書でも可）

●公的年金などが過去に遡って給付される場合や公的年金を受給し、当町への手続きが遅れた場合
　→　過去に受給した児童扶養手当の返還が必要になる場合があります。手続きは早めに行うようご注意ください。

そのため、以下の手続きを必ず行ってください。

2019年度成人式開催予定日　　８月1５日㊍
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町からのお知らせ

本のリクエスト＆お問い合わせ⇒⇒六戸町立図書館　☎ 55 － 4561
開館時間　午前9時30分～午後６時図書館だより

一
般
図
書

児
童
図
書

◆新着図書紹介◆ 毎月の新着図書の一覧は町ＨＰでも紹介しています　　

「これでよゆうの
晩ごはん」

「思い出が
消えないうちに」

川口　俊和

「日本のことわざを
心に刻む」
岩男　忠幸

「キンモクセイ」
今野　敏

「瞬読」
山中恵美子

「本と鍵の季節」
　米澤　穂信

「おしりたんてい　
ププッゆきやまの
しろいかいぶつ！？」

トロル

「ねこはちと
きんとっと」
寺島　ゆか

「からっぽ」
谷川　俊太郎

「雪の花」
セルゲイ・コズロフ

「もみじのてがみ」
きくち　ちき

「単位図鑑」
高橋　丈夫

◆自殺予防強化月間　関連図書展示◆
　国は、もっとも自殺者の多い３月を自殺対策強化月
間と位置づけ、関係機関が連携を図りながらふさわし
い事業を実施することと定めております。
　これにより図書館では「こころのケア」に関する図
書の展示をおこないます。ぜひご利用ください。
　　期　間　　３月１日㊎～３月31日㊐
　　場　所　　図書館内　一般閲覧室

◆３月の休館日◆
　４日㊊　11日㊊　17日㊐　18日㊊
　21日㊍・㊗　25日㊊

◆平成30年度　人気図書ランキング◆
　平成30年４月からこれまでに、当図書館において貸
出回数の多かった人気の図書をご紹介します。まだ
読まれていない方は、ぜひ図書館へどうぞ！　
　　期　間　　３月１日㊎～４月26日㊎
　　場　所　　図書館内　一般閲覧室

スマホ用

◆メイプル童話会◆
　　３月10日㊐　午前10時30分～
　　図書館内　児童室
　～今年度最後の開催です。ぜひご利用ください～

「東京六戸会」たより
　　　　　～東京六戸会総会・懇親会のお知らせ～

149

　春の暖かさが待ち遠しい今日この頃、皆様いかがお
過ごしでしょうか。さて、第21回東京六戸会総会・懇
親会は以下の通り開催いたします。ご家族、友人をお
誘いし、多数のご参加をお待ちしております。
■日時　平成31年４月21日㊐
　　　　11時30分～（受付11時～）
■場所　横浜　星のなる木（ＪＲ横浜駅東口徒歩３分）

■会 費　5,000円（小学生まで1,000円・幼児無料）
ただし、平成30年度分の会費を未納の方は
1,000円余分にご持参ください。

■申込み　出欠は３月31日㊐までにご連絡ください。

問　東京六戸会事務局　沼澤　強
〒276-0045　千葉県八千代市大和田151-5

☎047－411－8316　ＦＡＸ047－411－8317
携帯　090－8312－9452
ntc@newman-tech.co.jp

HP http://www.rokunohe-tokyo.com/

★一般図書
１「凶犬の眼」　柚月　裕子
　「未来」　湊　かなえ
３「大家さんと僕」　矢部　太郎
５「かがみの孤城」　辻村　深月
　「あるかしら書店」　ヨシタケ　シンスケ
　「明日の私を助ける　家事貯金」　河内　智美
　「あやかし草紙」　宮部　みゆき
　「送り火」　高橋　弘希
★児童図書
１「おしりたんてい　ププッおしりたんていがふたりいる！？」　トロル
２「おしりたんてい　ププッレインボーダイヤをさがせ！」　トロル
３「おしりたんてい　あやうしたんていじむしょ」　トロル
　「りんごかもしれない」　ヨシタケ　シンスケ
５「おしりたんてい　いせきからのＳＯＳ　おしりたんていファイル」トロル
　「このあと　どうしちゃおう」　ヨシタケ　シンスケ　　ほか



15 広報ろくのへ　644号

六戸消防署だより / 警察署だより

平成31年
県内の交通事故概況

青森県交通対策協議会
（平成31年１月31日現在）

１月中 六 戸 町 年間累計

発生 265件（＋66） 32件（－５） 265件（＋66）

死者 ３人（±０） ０人（±０） ３人（±０）

（　）内は対前年比です。また、速報値
のため後日変更することがあります 傷者 327人（＋77） 13人（＋７） 327人（＋77）

１月末累計

死
者
の
状
態

年齢別 高齢者の死者（65歳以上の人） ３人（±０）
夜 夜間の死者 ２人（－１）

状態別 歩行者の死者 １人（－１）
シート
ベルト

自動車乗車中の死者 ３人（＋３）
非着用死者 ２人（＋２）

警察署
だより

十和田警察署
☎23－3195

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

違法駐車はやめましょう
■問　六戸駐在所　☎0176－55－2110

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

　県内では積雪期を迎え、降雪により道路幅が狭くなるため、違法駐車などによって交通渋滞を生じさせることが予想されます。
　また、救急車、消防車などの緊急自動車の通行を妨げ、除排雪作業の妨害になるなど、県民生活に大変な迷惑をかけることにな
ります。
　ドライバーの皆さん自身がルールを守ることはもちろん、事業者の方が駐車場を確保するなど「違法駐車をしない、させない環境
作り」をすることで、違法駐車をなくしましょう。

放置違反金制度
○　放置違反金制度とは
　放置車両違反をした運転者に対して責任追及ができないときは、放置車両の使用者に対し、公安委員会が放置違反金の納付を命
ずることができるという制度です。
○　車検拒否について
　放置違反金を納付しないときは、督促状によって督促を行います。
　督促を受けた者は、納付が確認されるまで車検をとることができません。
○　強制徴収について
　指定期限を経過しても放置違反金を納付しないときは、自宅や勤務先への電話催促、訪問催促を行い自主納付を促すとともに、
財産（給料、生命保険の解約したお金など）の差し押さえによる強制徴収を重点的に実施しています。

～冷静な判断で救急車の適正利用を
心がけましょう～

　平成30年の六戸消防署救急出動件数は367件で、昨年よりも10件減少していますが、9年連続で300件を超えて
おります。全国的にも増加傾向にあり、今後も更に増加することが予想されます。
　救急要請が重なることにより、到着が遅くなるケースも増えると考えられます。救急車は台数に限りがあり、本
当に救急車が必要としている人のもとへ迅速に駆けつけられないということがないように、救急車の適正利用を
お願いします。

救急車が来るまでに、用意しておくと便利なもの。
　・保険証や診察券
　・普段飲んでいる薬（お薬手帳）　　※乳幼児の場合は、母子健康手帳
救急車が来たら、こんなことを伝えてください。
　・事故の状況や体調が悪くなってから救急車が到着するまでの様子やその変化
　・おこなった応急手当の内容
　・具合の悪い方の情報（持病、かかりつけの病院やクリニック、普段飲んでいる薬、医師の指示など）

救急車を呼んだときは！

消防署では、応急手当の講習会（救急法）の依頼を随時受け付けております。
お気軽にご相談ください。

問　六戸消防署　救急係　☎55－2016
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【
予
備
自
衛
官
補（
一
般・技
能
公
募
）】

■
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

※
技
能
公
募
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
４
月
12
日
㊎
ま
で

■
試
験
期
日　
４
月
21
日
㊐

【
全
募
集
種
目
共
通
】

■
試
験
場
所　
別
途
各
人
に
連
絡

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
　
三
沢
募
集
案
内
所

☎・ＦＡＸ
０
１
７
６（
53
）１
３
４
６

　
（
平
日
午
前
８
時
４５
分

～
午
後
５
時
30
分
）

aom
ori.pco.m

isaw
a@
rct.

gsdf.m
od.go.jp

平
成
31
年
度　
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

　
国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支

え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署

等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査

や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

▼
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

▼
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

32
年
（
２
０
２
０
）
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
３
月
29
日
㊎
～
４
月
10
日
㊌

■
受
験
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報N

A
V

I
http://w

w
w

.jinji.go.jp/
saiyo/saiyo.htm

■
第
１
次
試
験
日　

　
平
成
31
年
６
月
９
日
㊐

問　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　
　
研
修
係

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

平
成
31
年
度「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」推
進
標
語
募
集

　
国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
、

道
路
の
愛
護
活
動
や
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
な
ど
各
種
活
動
を
特
に

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
環
と

し
て
、
平
成
31
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か

ら
募
集
し
ま
す
。

　
道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
公
共
施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に

も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の

役
割
や
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち

問　企画財政課　☎55－4583入 札 結 果 公 表
平成31年2月1２日執行

№ 工事（委託）番号 件　　　　　　　　名 落札業者 落札金額（千円）
1 教賃借第1号 六戸町総合体育館トレーニング機器賃貸 あおぎんリース㈱十和田支店 16,909.2
2 教工第20号 七百中学校駐輪場増設等工事 落札に至らず

で
す
。
こ
の
推
進
標
語
の
募
集
を
通

じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ

　
道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の

発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
国
民

共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で

す
。
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ

れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安

全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
、
次
世

代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
応
募
資
格

　
小
学
生
以
上
の
方

■
応
募
期
間

　
平
成
31
年
３
月
13
日
㊌
ま
で

（
当
日
必
着
）

■
応
募
部
門
・
賞

［
小
学
生
の
部
］

　
最
優
秀
賞　
１
作
品
、

　
優
秀
賞　
　
２
作
品

［
中
学
生
の
部
］

　
最
優
秀
賞　
１
作
品

　
優
秀
賞　
　
２
作
品

［
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）］

　
最
優
秀
賞　
１
作
品

　
優
秀
賞　
　
２
作
品

■
応
募
方
法

　
１
人
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
は
が
き
に
よ
る
応
募

　
標
語
と
必
要
事
項
［
氏
名
、
フ
リ

ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
、
学
校
名
（
学
生
の
場
合
）、

応
募
部
門
の
別
］
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー

ト
［
何
を
見
て
応
募
し
た
の
か
（
回
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答
は
任
意
）］
を
記
載
の
う
え
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

１
．
メ
ー
ル
本
文
に
、
標
語
と
必
要

事
項
［
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
学
校

名
（
学
生
の
場
合
）、
応
募
部
門

の
別
］
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
［
何

を
見
て
応
募
し
た
の
か
（
回
答
は

任
意
）］
を
記
載
の
う
え
、
左
記

ア
ド
レ
ス
へ
に
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

※
下
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
の
受
信
が
で

き
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
様
式
に
記
入
の
う
え
、
電
子

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
応
募
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

●
小
学
校
・
中
学
校
単
位
で
の
応
募

の
場
合（
学
年
・
ク
ラ
ス
単
位
を
含
む
）

１
．
作
品
を
と
り
ま
と
め
の
う
え
、

封
書
に
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
名
お
よ
び
学
校
所
在
地
で
の

応
募
が
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、

応
募
作
品
ご
と
に
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
）。

２
．
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
様
式
に
記
入
の
う
え
、
電
子

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
応
募
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
入
賞
作
品
の
発
表
・
使
用

　
入
賞
作
品
は
決
定
し
だ
い
、
ご
本

人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
、
国

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

表
し
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の

推
進
に
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
表
彰　
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

期
間
中
に
国
土
交
通
省
か
ら
賞
状
お

よ
び
楯
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す
。

青森県弁護士会　保土澤　史教
ほ　 ど　 さわ　　   ふみ  のり

（0176）58－5115
十和田市西十二番町11－15（十和田市立中央病院裏）
〔取り扱い業務〕　離婚/相続/交通事故/借金/刑事
　　　　　　　　　その他法律問題全般
〔受付時間〕　平日　9：00～18：00
〔相 談 料〕　初回　60分　3,000円（税別）

地元、六戸出身の
弁護士です。
まずはお気軽に
お問合せください。

まちのうごき（平成31年1月末現在）

区分 人口 前月比 前　年同月比
男 5,370 +4 +33
女 5,671 +4 +31
合計 11,041 +8 +64
世帯 4,457 +10 +94
転入 33 － －
転出 6 － －
出生 4 － －
死亡 13 － －

戸 の
�　お 誕 生　�

�竹
たけ

内
うち

　光
こう

弥
や

　　　　　　折 茂
　（父　竹弥・母　真琴　長男）

�松
まつ

田
だ

　恵
けい

樹
たつ

　　　　　　七 百
　（父　衛・母　恵　長男）

❖　お く や み　❖

❖苫米地　勇三郎（94歳） 舘 野
❖沼 田 ハ ナ（95歳） 古 里
❖菊 池 時 夫（91歳） たての台団地
❖木 村 セ チ（92歳） 小 松 ケ 丘
❖砂 渡 幸 江（69歳） 高 舘
❖坂　本　惠美子（71歳） 舘 野 団 地
❖久保田　　勇 （89歳） 高 森 ㈡
❖岡 田 惠 子（89歳） 上 吉 田

・
本
募
集
で
取
得
し
た
個
人
情
報
は
、

入
賞
作
品
の
連
絡
・
発
表
、
表
彰

式
の
ご
案
内
に
の
み
使
用
し
、
そ

れ
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
国
土
交
通
省
道
路
局

　
　
道
路
交
通
管
理
課
総
務
係

☎
０
３（
５
２
５
３
）８
１
１
１

hqt-dourofureaigekkan@
gxb.m

lit.go.jp

六
戸
町
生
涯
学
習
講
演
会

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
六
戸
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
へ
著
名
人
に
よ
る
講
話
を

主
体
と
し
た
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
、
生
涯
学
習
講
演
会
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
講
演
会
の
企
画
、

運
営
な
ど
に
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
対
象

⑴
六
戸
町
民
ま
た
は
六
戸
町
内
で
働

い
て
い
る
人
で
講
演
会
運
営
に
意

欲
の
あ
る
方

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
で
き
る
人

■
選
考

　
応
募
者
の
中
か
ら
教
育
長
が
委
嘱

■
委
嘱
期
間

　
２
０
２
０
年
3
月
末
ま
で

■
主
な
業
務

　
講
演
内
容
の
検
討
、
講
師
の
選
定
、

講
演
会
の
運
営
な
ど

■
申
込
締
切　

　
平
成
31
年
3
月
29
日
㊎
ま
で

お
知
ら
せ

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮　

春
の
感
謝
セ
ー
ル

■
日
時　

　
平
成
31
年
３
月
16
日
㊏
・
17
日
㊐

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
所　
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

■
販
売
品

（
園
芸
商
品
）鉢
花
各
種
、
洋
ラ
ン
、

観
葉
植
物
、
山
野
草
他

（
加
工
商
品
）ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

（
喫
茶
）喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
ド
ラ
イ
ハ

ー
ブ
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
他

（
出
店
協
力
）市
町
村
特
産
品
、
福
祉

施
設
生
産
物

※
当
日
ご
来
店
の
方
に
限
り
割
引
有

　
配
達
の
場
合
は
割
引
対
象
外
。

■
催
事　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
セ
ー
ル
、

口 1月届出分

☎0176-52-3421
三沢市本町４丁目１２２－８４三沢国際学院

一人ひとりを大切に育てる

ー 高校・大学進学部 ー

１対１／少人数制授業

3月27日（水）
  START !

春期講習受講生受付中！
特別企画

・新中学３年生志望校判定テスト
・三沢市出身の現役東大生と
　アクティブ・ラーニング

お気軽にお問い合わせください。

問
・
　
教
育
委
員
会
教
育
課

（
六
戸
町
文
化
ホ
ー
ル
内
）

☎（
55
）５
５
１
１
ＦＡＸ（
55
）５
５
１
４
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▼2月４日 ▼１月18日

▼１月２0日▼2月10日

三 沢 市  
米軍三沢基地見学ツアー
①4月19日㊎　②5月17日㊎
米軍三沢基地内
（集合場所：スカイプラザミサワ）

米軍三沢基地と三沢市は、主要な施設を巡る基地見学バスツアー『フレン
ドシップツアー』を毎月共同で開催しています。併催ツアーも開催してい
ますので、ぜひこの機会にご参加ください。詳しくは三沢市ウェブサイト
をご覧ください。
【申込方法】　先着60名。電話、メールまたはFAXでお申し込みください。
【申込期間】　①3月6日㊌～3月２７日㊌　②4月3日㊎～4月２4日㊌まで

問　三沢市産業政策課　☎0176－53－5111（内線537）
FAX　0176－53－7516

mail：msw_friendshiptour@misawa

地域農業の支えとして活躍 くらしと税金について学ぶ

有事に備え、消火訓練救命訓練で即応力を磨く

　
青
森
市
で
「
青
森
県
農

業
経
営
士
お
よ
び
青
森
県

青
年
農
業
士
認
定
証
書
授

与
式
」
が
行
わ
れ
、
六
戸

町
か
ら
赤
石
義
周
氏
（
赤

石
）
が
優
れ
た
農
業
経
営

を
実
践
し
、
農
業
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
方
を
対

象
と
す
る
「
青
森
県
農
業

経
営
士
」
の
認
定
証
書
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
戸
小
学
校
（
西
塚
徹
夫 

校
長
）

で
租
税
教
室
が
行
わ
れ
、
受
講
し
た

６
年
生
が
く
ら
し
と
税
金
の
関
係
と

そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
講
義

で
は
税
金
の
種
類
や
税
金
が
な
ぜ
必

要
な
の
か
、
も
し
税
金
が
な
く
な
っ

た
ら
な
ど
様
々
な
角
度
で
税
金
に
関

す
る
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

１
億
円
の
サ
ン
プ
ル
を
手
に
し
て
み

て
そ
の
重
み
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
文
化
財
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消

防
訓
練
が
六
戸
消
防
署
と
町
消
防
団

合
同
に
よ
り
旧
苫
米
地
家
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
署
員
や
団
員
、
道
の
駅
の

職
員
ら
約
40
人
が
参
加
し
、
放
水
作

業
の
手
順
や
連
携
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

　
六
戸
消
防
署
で
消
防
団
員
を
対
象

と
し
た
救
命
訓
練
が
行
わ
れ
、
町
消

防
団
第
一
分
団
員
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
団
員
ら
は
、
座
学
で
専
門
家

に
よ
る
解
説
や
実
際
の
一
次
救
命
処

置
の
事
例
を
確
認
し
た
の
ち
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
手
順
の
確
認
と
胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）の
正
し
い
や
り

方
を
学
び
ま
し
た
。

観光ガイドブック「10 TRAVEL & 
STORY」を発行しました

上十三・十和田湖広域定住自立圏観光推進協議会では、
圏域内を楽しくめぐってもらえるよう広域観光ガイド
ブックを作成しました。ガイドブックは市役所または
町村役場や観光施設などに設置していますので是非ご
覧ください。
問　上十三・十和田湖広域定住自立圏観光推進協議会
（事務局：十和田市観光推進課）　☎0176－51－6772

移住ナビ『移10生活』を
開設しています

上十三・十和田湖広域定住自立圏の10市町村の移住・
定住情報を発信するウェブサイト『移10生活』をご存知
ですか？このサイトでは、それぞれのまちの特徴や移
住・定住を支援する取り組みを紹介しています。ふるさ
とを離れ遠くで暮らしている友人・親族の方などに、ぜ
ひご紹介してください！
http://towada-iju.com/kamitousan/

タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
、
抽
選
会
、
春
彼

岸
用
切
り
花
販
売
、
先
着
１
０
０
名

様
に
鉢
花
か
骨
付
き
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

問　
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

☎
０
１
７
６（
56
）５
１
２
１

「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
」相
談
会

　
生
活
再
建
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

る
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
に
よ

る
無
料
相
談
会
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
や
弁
護
士
、
保
健
師
な
ど
が
お
金

や
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に
つ

い
て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、
一
緒

に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

■
日
時　
平
成
31
年
３
月
23
日
㊏

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組

合
八
戸
事
務
所

　
八
戸
市
大
字
八
日
町
36
第
一
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
４
階

■
内
容

①
お
金
の
問
題（
多
重
債
務
問
題
な
ど
）

②
遺
産
相
続　
③
不
動
産
売
買

④
税
金
な
ど
公
共
料
金
の
滞
納

⑤
Ｄ
Ｖ
・
離
婚
問
題

⑥
こ
こ
ろ
の
悩
み

⑦
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

■
予
約　
相
談
は
無
料
。
た
だ
し
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問　
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合

　
　
八
戸
事
務
所

☎
０
１
２
０（
１
０
２
）０
８
４
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▼
表
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
折
茂
今
熊
神
楽
に
よ
る
「
門
打

ち
」。
陽
射
し
が
暖
か
く
、
空
気

は
肌
寒
い
冬
晴
れ
の
朝
、
笛
と
太

鼓
と
手
平
鉦
の
音
を
響
か
せ
な
が

ら
家
々
を
回
る
一
団
を
取
材
し
て

き
ま
し
た
▼
手
を
合
わ
せ
て
拝
む

お
婆
さ
ん
や
不
思
議
そ
う
に
見
つ

め
る
小
さ
な
子
ど
も
達
、
獅
子
舞

に
対
す
る
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
が
、
ど
の
方
も
畏
敬
の
念
を
も

っ
て
接
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
▼
地
域
の
繁
栄
を
祈
っ
て
行
わ

れ
る
伝
統
行
事
で
あ
り
、
神
事
の

側
面
も
併
せ
持
つ
門
打
ち
が
、
こ

れ
か
ら
先
も
平
穏
無
事
に
執
り
行

わ
れ
ま
す
よ
う
、
憚
り
な
が
ら
お

祈
り
し
ま
す
。

［世代間交流「昔遊び」］

小松ケ丘出張所開所日（３月）

毎週
㊋・㊍

５日㊋　７日㊍　1２日㊋
1４日㊍　19日㊋　２6日㊋
２8日㊍

●

編
集
後
記
●

日 月 火 水 木 金 土
1 2

▼放課後子ども教室
「メイプルジュニア
クラブ」閉講式
〔町文化ホール〕

3 4 5 6 7 8 9
▼ HIVに関する相談、

B型及びC型肝炎検査
〔上十三保健所〕

▼心配ごと相談所
〔町社会福祉協議会〕

10 11 12 13 14 15 16

▼ HIVに関する相談、
B型及びC型肝炎検査
〔上十三保健所〕

▼女性健康相談
〔上十三保健所〕

▼４・12か月児健診
〔就業改善センター〕

▼夢生学習塾 閉校式
〔町文化ホール〕

17 18 19 20 21 22 23

▼心配ごと相談所、
行政相談
〔町社会福祉協議会〕

▼療育相談、
精神保健福祉相談
〔上十三保健所〕

▼ 5歳児健診
〔就業改善センター〕

24 25 26 27 28 29 30

31 4/1 2 3 4 5 6

3月の行事・健康カレンダー＆まちの笑顔　

主な町施設の休館日（３月）

２５日㊊

平成31年３月末日まで使用
できません。
４日㊊　11日㊊　17日㊐
18日㊊　２1日㊍・㊗
２５日㊊

文化ホール

体 育 館

図 書 館

◆春分の日
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祝辞を述べる吉田豊町長

　
２
月
３
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
六

戸
町
芸
能
愛
好
会
（
松
嶋
清
治 

会

長
）
が
主
催
す
る
第
43
回
交
通
安
全

新
春
芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
愛
好
会
は
毎

年
、
チ
ケ
ッ
ト
売
上
金
な
ど
の
一
部

を
寄
付
金
と
し
て
町
交
通
安
全
協
会

に
寄
付
し
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交

通
安
全
思
想
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
吉
田
豊
町
長
は
「
車
が
不

可
欠
な
社
会
で
安
全
に
過
ご
す
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
、
思
い
や
り
の
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
芸
能
愛
好
会

の
交
通
安
全
の
た
め
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
来
場
の
皆
さ
ま
は
今
日
の
舞
台
を

楽
し
み
に
し
て
き
た
方
ば
か
り
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
を
一
番
楽
し
め

る
の
は
出
演
者
の
方
々
か
と
思
い
ま

す
。
見
て
、
聞
い
て
、
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
30
組
が
新
舞
踊
や
手
踊
り
、

漫
談
、
コ
ン
ト
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
会

場
に
訪
れ
た
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍

手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第43回　交通安全新春芸能チャリティー発表会

会場を沸かせた出演者たち

来場者を巻き込んだコント「くすりかけ」
客席を圃場に見立て、くすりかけをする農家を再現。挟まれた来場者は楽しそうに張られたビニールをくぐっていました。


